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1. 化学品及び会社情報 

化学品の名称 : Peptide Calibration Reconstitution Buffer 

製品コード : 415-000138 

 

推奨用途及び使用上の制限 

推奨用途 : 乾燥させたペプチドを再構成する 

使用上の制限 : 研究目的にのみ使用し、診断目的にも治療目的にも使用しないこと。 

 

会社情報 

Seer Inc 

94065 

CARedwood City3800 Bridge Parkway 

T 1-833-254-7337 

support@seer.bio 

  

緊急連絡電話番号 

緊急連絡電話番号 : 流出、漏れ、火災、暴露、事故に関する 24 

時間年中無休の多言語アドバイスについては、CHEMTREC までお電話ください 0800-

300-5842 (市内通話、フリーダイヤル、日本語)   そして提供します CCN 996824 

Back-up Emergency Number: +65 3163 8374 （シンガポール、多言語） +1-703-527-3887 

（アメリカ英語のみ） 

2. 危険有害性の要約 

GHS分類 

物理化学的危険性 爆発物 分類できない 計算方式 

 可燃性ガス 区分に該当しない 試験データに基づく 

 エアゾール 分類できない 計算方式 

 酸化性ガス 区分に該当しない 試験データに基づく 

 高圧ガス 区分に該当しない 試験データに基づく 

 引火性液体 区分2 計算方式 

 可燃性固体 区分に該当しない 試験データに基づく 

 自己反応性化学品 分類できない 計算方式 

 自然発火性液体 分類できない 計算方式 

 自然発火性固体 区分に該当しない 試験データに基づく 

 自己発熱性化学品 分類できない 計算方式 

 水反応可燃性化学品 分類できない 計算方式 

 酸化性液体 分類できない 計算方式 

 酸化性固体 区分に該当しない 試験データに基づく 

 有機過酸化物 分類できない 計算方式 

 金属腐食性化学品 区分に該当しない 専門家の判断 

 鈍性化爆発物 分類できない 計算方式 

健康に対する有害性 急性毒性 (経口) 区分に該当しない 専門家の判断 

 急性毒性 (経皮) 区分に該当しない 専門家の判断 

 急性毒性 (吸入：気体) 区分に該当しない 試験データに基づく 

 急性毒性 (吸入：蒸気) 区分に該当しない 試験データに基づく 

 急性毒性 (吸入：粉じん、ミスト) 分類できない 計算方式 

 皮膚腐食性／刺激性 分類できない 計算方式 

 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 分類できない 計算方式 

 呼吸器感作性 分類できない 計算方式 

 皮膚感作性 分類できない 計算方式 

 生殖細胞変異原性 分類できない 計算方式 
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 発がん性 分類できない 計算方式 

 生殖毒性 分類できない 計算方式 

 特定標的臓器毒性 (単回ばく露) 区分2 (中枢神経系, 呼吸器系) 計算方式 

 特定標的臓器毒性 (反復ばく露) 分類できない 計算方式 

 誤えん有害性 分類できない 計算方式 

環境に対する有害性 水生環境有害性 短期（急性） 区分に該当しない 計算方式 

 水生環境有害性 長期（慢性） 分類できない 計算方式 

 オゾン層への有害性 分類できない 計算方式 

 

ラベル要素 

絵表示 (GHS JP) 

  

    

注意喚起語 (GHS JP) : 危険 

危険有害性 (GHS JP) : 引火性の高い液体及び蒸気 (H225) 

臓器の障害のおそれ (中枢神経系、呼吸器系) (H371) 

 

注意書き (GHS JP) 

安全対策 : 熱、高温のもの、火花、裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。(P210) 

容器を密閉しておくこと。(P233) 

容器を接地しアースをとること。(P240) 

防爆型の電気機器、照明機器、換気装置を使用すること。(P241) 

火花を発生させない工具を使用すること。(P242) 

静電気放電に対する措置を講ずること。(P243) 

ミスト、スプレー、蒸気を吸入しないこと。(P260) 

取扱い後は手、前腕および顔をよく洗うこと。(P264) 

この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。(P270) 

適切な保護手袋、保護服、保護眼鏡、保護面を着用すること。 (P280) 

応急措置 : 皮膚（又は髪）に付着した場合：直ちに汚染された衣類を全て脱ぐこと。皮膚を水又はシ

ャワーで洗うこと。(P303+P361+P353) 

ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師に連絡すること。(P308+P311) 

火災の場合：消火するために粉末化学消火剤、炭酸ガス、スプレイ水または通常の泡消火

剤を使用すること。 (P370+P378) 

保管 : 換気の良い場所で保管すること。涼しいところに置くこと。(P403+P235) 

施錠して保管すること。 (P405) 

廃棄 : 内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って廃棄すること。 (P501) 

 

処理時の追加危険有害性 : 適切なアースを設置し静電気の蓄積を避ける。 

3. 組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区別 : 混合物 

 

名前 濃度 (%) 化学式 官報公示整理番号 CAS 番号 

化審法番号 安衛法番号 

アセトニトリル 1 – 3 C2H3N (2)-1508 既存化学物質 75-05-8 

ギ酸 0.1 – 1 CH2O2 (2)-670 既存化学物質 64-18-6 
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4. 応急措置 

応急措置 

応急措置 一般 : 救助者は自身の安全確保に注意する！。 

被災者に意識がない場合は、口から何も与えてはならない。 

必要に応じて人工呼吸を行う。 

一方向弁または他の適切な装置を取り付けたマスクを用いて人工呼吸をします。ただし、

口対口はしないでください。 

気分が悪い場合は医師の診察を受ける。 

吸入した場合 : 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

呼吸が困難な場合には、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

被害者に意識がない場合：被害者を横向きに寝かせる。 

一方向弁または他の適切な装置を取り付けたマスクを用いて人工呼吸をします。ただし、

口対口はしないでください。 

直ちに医師の診察を受ける。 

皮膚に付着した場合 : 汚染された衣服は脱衣し、ばく露した皮膚は、まずマイルドソープと水で洗い、その後ぬ

るま湯ですすぐ。 

皮膚刺激が生じた場合：医師の診断／手当てを受けること。 

汚染された衣類を再使用する場合には洗濯をすること。 

皮膚は多量の水で洗浄する。 

眼に入った場合 : 眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容

易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

眼の刺激が続く場合：医師の診断／手当てを受けること。 

予防措置として眼を水ですすぐ。 

飲み込んだ場合 : 口をすすぐこと。 

無理に吐かせないこと。 

嘔吐した場合は、嘔吐物が肺に入らないように頭を低く保つ必要があります。 

気分が悪いときは医師に連絡すること。 

 

急性症状及び遅発性症状の最も重要な兆候及び症状 

症状/損傷 吸入した場合 : 蒸気への過度のばく露によって頭痛、吐き気を引き起こすことがある。 

眠気又はめまいのおそれ。 

臓器の障害のおそれ。 

中枢神経系。 

呼吸器系。 

症状/損傷 皮膚に付着した場合 : 通常の使用条件下では、皮膚に対する重大な危険有害性はないと思われる。 

症状/損傷 眼に入った場合 : 通常の使用条件下では、眼に入った場合の危険有害性は特にないと思われる。 

症状/損傷 飲み込んだ場合 : 通常の使用条件下では、飲み込んだ場合の危険有害性は特にないと思われる。 

 

医師に対する特別な注意事項 

その他の医学的アドバイスまたは治療 : 対症的に治療すること。 

5. 火災時の措置 

適切な消火剤 : 粉末化学消火剤、炭酸ガス、スプレイ水または通常の泡消火剤、水噴霧、乾燥粉末消火剤

、泡消火剤、二酸化炭素 

使ってはならない消火剤 : 強い水流は使用しない。 

火災危険性 : 引火性液体及び蒸気。 

爆発の危険 : 蒸気は空気より重く、発火源まで相当な距離を移動し、蒸気の発生源まで戻り発火するこ

とがある。 

火災時の危険有害性分解生成物 : 知見なし 
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消火方法 : 安全な距離と保護された場所から消火活動を行う。 

呼吸器の保護を含め、適切な保護装置を使用せず、火災現場に入らない。 

それは個人的な危険でなければ、火災現場から容器を移動します。 

水噴霧や霧水で熱にさらされた容器を冷却する。 

大きな火事が起こった場合： 

最大距離から消火するか、無人ホース･ホルダーやモニター･ノズルを使用します。 

タンク変色または通気装置から音が大きくなる時は、直ちに撤回します。 

火災に巻き込まれたタンクから常に離れていること。 

大規模な火災では、無人ホース･ホルダーまたはモニター･ノズルを使用するか、火災地域

から退避し火を燃え尽きさせます。 

消火に使用した水が環境中に流出しないようにする。 

消火時の保護具 : 適切な保護具を着用して作業する。 

自給式呼吸器。 

完全防護服。 

6. 漏出時の措置 

人体に対する注意事項、保護具および緊急時措置 

一般的措置 : 区域より退避させること。 

個人的な危険を伴う行為は行わないでください。 

吸い込むことを含め、あらゆる個人的接触を避けてくださいスプレー、ミスト、蒸気。 

自給式呼吸器を着用すること。 

安全に対処できるならば漏えい（洩）を止めること。 

本製品が下水、または公共用水に流入した場合も、行政当局に通報する。 

物的被害を防止するためにも流出したものを吸収すること。 

 

非緊急対応者 

保護具 : 推奨される個人用保護具を着用する。 

応急処置 : 危険エリアから避難する。 

 

屋外にいる場合は、危険エリアの風上に移動してください。 

皮膚、眼との接触を避ける。 

個人的な危険を冒さないことが可能であれば、あらゆる発火源を取り除く。 

漏出エリアを換気する。 

非緊急時要員の危険区域への立ち入りを禁止すること。 

 

緊急対応者 

保護具 : 推奨される個人用保護具を着用してください。 

適切な保護具を着用して作業する。 

詳細については、第8項の「ばく露防止及び保護措置」を参照。 

応急処置 : 不要な職員を退避させる。 

本製品に触らない。 

安全に対処できるならば漏えい（洩）を止めること。 

流去水が排水管、下水道、水路のいずれにも侵入しないようにすること。 

 

環境に対する注意事項 

環境に対する注意事項 : 環境への放出を避けること。 

 

封じ込め及び浄化の方法及び機材 

封じ込め方法 : 不燃性の不活性吸収剤を使用して封じ込めること。 

流出した物質は吸着剤で回収し、下水溝や水路への侵入を防止する。 

可能であればリスクなく漏出をせき止める。 
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浄化方法 : 吸収剤の中で拡散した液体を吸収する。 

 不燃性の不活性吸収剤に吸収し、廃棄用の容器に入れること。 

汚染された吸収物質は、こぼれた製品と同じ危険がある可能性がある。 

水および洗剤で表面や機器を汚染除去すること。 

十分な希釈レベルが達成されるまで、除染水は製品と同じ危険性を引き起こす可能性があ

る。 

収集した物質は、該当する地域/地域/国/国際規制に従い、できるだけ早く廃棄すること。 

その他の情報 : 物質または固形残留物は公認施設で廃棄する。 

7. 取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

技術的対策 : データなし 

安全取扱注意事項 : 全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 

屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること。 

個人用保護具を着用する。 

スプレー、蒸気、ミストの吸入を避けること。 

皮膚、眼、あるいは衣服との接触を避ける。 

熱／火花／裸火／高温のもののような着火源から遠ざけること。－禁煙。 

容器を接地すること／アースをとること。 

火花を発生させない工具を使用すること。 

防爆型装置を使用する。 

静電気放電に対する予防措置を講ずること。 

引火性蒸気が容器内に蓄積することがある。 

接触回避 : データなし 

衛生対策 : 製品取扱い後には必ず手を洗う。 

この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。 

汚染された衣類を再使用する場合には洗濯をすること。 

処理時の追加危険有害性 : 適切なアースを設置し静電気の蓄積を避ける。 

保管 

安全な保管条件 : 不適合な物質から離れた、涼しい、乾燥した、十分な換気がされた場所に保管してくださ

い。 

安全な容器包装材料 : データなし 

技術的対策 : 涼しくて、よく換気された場所で、熱から離して保存する。 

混触禁止製品 : 強力な酸化剤。 

熱及び発火源 : 熱／火花／裸火／高温のもののような着火源から遠ざけること。－禁煙。 

容器包装材料 : 製品は必ず元の容器と同じ素材の容器に保管する。 

8. ばく露防止及び保護措置 

 

ギ酸 (64-18-6) 

日本 - ばく露限界値 (日本産業衛生学会) 

現地名  ギ酸 # Formic acid 

許容濃度 9.4 mg/m³ 

5 ppm 

規則参照 許容濃度等の勧告（2023 年度）産衛誌 65 巻 

設備対策 : 作業所の十分な換気を確保する。 

全体換気、局所排気換気、またはプロセスエンクロージャを使用して、空気中の濃度を許

容暴露限界以下に保つこと。 

ばく露のリスクのあるすべての場所の近くに、救急用の目をすすぐ器具と安全用のシャワ

ーが設置されなければなりません。 
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保護具 

個人用保護具 : 個人用保護具は、国の基準に従って、保護具の供給者と協議の上、選択する必要がある、

推奨される個人用保護具を着用する。 
 

呼吸用保護具 : 換気が十分でない場合には、適切な呼吸用保護具を着用すること。 
 

手の保護具 : 保護手袋を着用すること、適切な耐薬品性手袋を着用する。 
 

眼の保護具 : 化学用ゴーグルまたは安全眼鏡、安全メガネ 
 

皮膚及び身体の保護具 : 適切な保護衣を着用する、防火服／防炎服／耐火服を着用すること。 
 

環境へのばく露の制限と監視 : 環境への放出を避けること。 

大気への排出、土壌および水生環境への放出を削減または制限するための対策を講じるこ

と。 

9. 物理的及び化学的性質 

物理状態 : 液体 

外観 : 透明色 

色 : 無色 

臭い : データなし 

pH : データなし 

融点 : データなし 

凝固点 : データなし 

沸点 : データなし 

引火点 : データなし 

自然発火点 : データなし 

分解温度 : データなし 

可燃性 : 適用されず 

蒸気圧 : データなし 

相対密度 : データなし 

密度 : データなし 

相対ガス密度 : データなし 

溶解度 : データなし 

n-オクタノール/水分配係数 (Log Pow) : データなし 

爆発限界 (vol %) : データなし 

動粘性率 : データなし 

粒子特性 : データなし 

10. 安定性及び反応性 

反応性 : 通常の使用、保管、運送の状況下では、当製品は反応しません。 

化学的安定性 : 通常の使用条件下では安定。 

危険有害反応可能性 : 通常の使用条件下において、危険な反応は全く知られていない。 

避けるべき条件 : 熱／火花／裸火／高温のもののような着火源から遠ざけること。－禁煙。混触禁止物質。 

混触危険物質 : 強力な酸化剤。 

危険有害な分解生成物 : 通常の使用条件及び保管条件下において、有害な分解生成物は生成されない。 

11. 有害性情報 

急性毒性 (経口) : 区分に該当しない 

急性毒性 (経皮) : 区分に該当しない 

急性毒性 (吸入) : 区分に該当しない(分類対象外) (気体) 

区分に該当しない(分類対象外) (蒸気) 

分類できない (粉じん、ミスト) 
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アセトニトリル (75-05-8) 

急性毒性 (経口) ラットのLD50値として、1,315 mg/kg (雄)、1,730 mg/kg (雌)、2,230 mg/kg (雌)、2,460 

mg/kg (雄)、3,053 mg/kg (雄)、3,200 mg/kg、3,445 mg/kg (雄)、3,800 mg/kg、4,050 

mg/kg (雌)、6,702 mg/kg (雌) (EHC 154 (1993)) 

との10件の報告があり、2件が区分4、8件が区分外 (うち7件が国連分類基準の区分5) 

に該当する。件数の多い区分を採用して区分外とした。ガイダンスに従い、旧分類から区

分を変更した。 

急性毒性 (経皮) ウサギのLD50値として、395 mg/kg (雄) (75％水溶液)、978.8 mg/kg (雄) (原液) (EHC 

154 (1993)、EU-RAR (2002)、NITE初期リスク評価書 (2007))、3,915 mg/kg (原液) (EHC 

154 (1993)、EU-RAR (2002)、PATTY (6th, 2012)) 

との3件の報告があり、2件が区分3、1件が区分外 (国連分類基準の区分5) 

に該当する。件数の多い区分を採用して区分3とした。 

急性毒性 (吸入:気体) GHSの定義における液体である。 

急性毒性 (吸入:蒸気) ラットの4時間吸入ばく露試験のLC50値として、16,000 ppm (雌雄) (EHC 154 

(1993)、EU-RAR (2002)、NITE初期リスク評価書 (2007)、PATTY (6th, 

2012))、8時間吸入ばく露試験のLC50値として、7,551 ppm (雄) (4時間換算値: 10,679 

ppm)、12,435 ppm (雌) (4時間換算値: 17,586 ppm) (EHC 154 (1993)、EU-RAR 

(2002)、NITE初期リスク評価書 (2007)) 

に基づき、区分4とした。旧分類から区分を変更した。なお、LC50値が飽和蒸気圧濃度 

(98,020 ppm) 

の90％より低いため、ミストがほとんど混在しないものとして、ppmを単位とする基準

値を適用した。 

急性毒性 (吸入:粉じん、ミスト) データ不足のため分類できない。 

LD50 経口 ラット 617 mg/kg 

LD50 経口 2230 mg/kg 

LD50 経皮 ウサギ > 2000 mg/kg BW 

LD50 経皮 296 mg/kg 

LC50 吸入 - ラット (蒸気) 17.93 mg/l/4h 
 

ギ酸 (64-18-6) 

急性毒性 (経口) ラットのLD50値として、700 mg/kg (PATTY (6th, 2012)、SIDS (2011))、1,100 mg/kg 

(環境省リスク評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))、1,830 mg/kg (PATTY (6th, 

2012))、730-1,830 mg/kg (DFGOT vol. 19 (2003))、1,100-1,850 mg/kg (NTP TR19 

(1992)) との報告に基づき、区分4とした。 

急性毒性 (経皮) データ不足のため分類できない。 

急性毒性 (吸入:気体) GHSの定義における液体である。 

急性毒性 (吸入:蒸気) 【分類根拠】（１）より、区分4とした。なお、ばく露濃度は飽和蒸気圧濃度の90%（37,

946 

ppm）より低いため、蒸気と判断し、ppmVを単位とする基準値より判断した。旧分類か

らEUでGHS区分が変更されたことに伴い、急性毒性（吸入）の項目を見直したが分類結

果に変更はない（2022年）。【根拠データ】（１）ラットのLC50：7.4 mg/L（3,936 

ppm）（OECD TG 403）（CLH report (2021)、DFG MAK (2003)、EFSA (2014)、SIDS 

dossier (2008)、REACH登録情報 (Accessed Oct. 

2022)）【参考データ等】（２）本物質はEU 

CLHにおいて、（１）のデータに基づき、mg/Lの単位を用いて、区分3に分類されている

。 

急性毒性 (吸入:粉じん、ミスト) データ不足のため分類できない。 
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ギ酸 (64-18-6) 

LD50 経口 ラット 730 mg/kg BW 

LD50 経口 700 mg/kg 

LD50 経皮 ラット > 2000 mg/kg BW 

LC50 吸入 - ラット 7.85 mg/l air 

LC50 吸入 - ラット (蒸気) 7.4 mg/l/4h 
 

皮膚腐食性／刺激性 : 分類できない 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

皮膚腐食性／刺激性 ウサギを用いた複数の皮膚刺激性試験において、本物質に刺激性はみられない、又は軽度

の刺激性を示すとの報告 (NITE初期リスク評価書 (2007))、EU-RAR (2002)) から、区分外 

(国連分類基準の区分3) とした。 
 

ギ酸 (64-18-6) 

皮膚腐食性／刺激性 【分類根拠】（１）、（２）より、区分1とした。なお、旧分類結果がCLP分類と異なる

ことから本項目を見直したが、分類結果に変更はない（2022年度）。【根拠データ】（

１）ウサギを用いた皮膚刺激性試験において、皮膚腐食性または刺激性がみられた（DF

G MAK 

(2003)）。（２）本物質は皮膚腐食性又は刺激苛性を示すとの多数の報告がある（MOE 

初期評価暫定的有害性評価シート (2008)、SIDS (2011)、NTP TR 19 

(1992)）。【参考データ等】（３）EUではSkin Corr. 

1Aに分類されている（CLP分類結果 (Accessed Oct. 2022)）。 
 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 : 分類できない 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

眼に対する重篤な損傷性／刺激性 ウサギを用いた眼刺激性試験において、本物質の眼刺激性は中等度又は重度の刺激性を示

すとの報告 (NITE初期リスク評価書 (2007)、EU-RAR (2002)) 

から、区分2とした。なお、EU CLP分類において本物質はEye Irrit. 2 に分類されている 

(ECHA CL Inventory (Access on June 2017))。 
 

ギ酸 (64-18-6) 

眼に対する重篤な損傷性／刺激性 ウサギを用いた眼刺激性試験において、刺激性あるいは腐食性がみられたとの報告 (SIDS 

(2011)、DFGOT vol. 19 (2003))、角膜に熱傷が生じたとの報告 (PATTY (6th, 2012)) 

がある。また、ヒトの眼に対して強い腐食性を示すとの記載が多数あり (SIDS 

(2011)、NTP TR19 

(1992))、結膜炎や角膜炎を生じ、回復性のない傷害を残すとの記載がある (PATTY (6th, 

2012))。以上の結果から区分1とした。なお本物質はpH = 2.2 (at 10g/L, 20℃) (IUCLID 

(2000)) である。 
 

呼吸器感作性 : 分類できない 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

呼吸器感作性 データ不足のため分類できない。 
 

ギ酸 (64-18-6) 

呼吸器感作性 データ不足のため分類できない。 
 

皮膚感作性 : 分類できない 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

皮膚感作性 モルモットを用いた皮膚感作性試験において、陰性との記述 (EU-RAR (2002)) 

があるが、詳細は不明のため分類できないとした。 
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ギ酸 (64-18-6) 

皮膚感作性 モルモットを用いたビューラー試験 (OECD TG406、GLP適合) 

において、感作誘発後、全投与群20匹に皮膚反応はみられず陰性であった (SIDS (2011)) 

との結果から、区分外とした。SIDS (2011) の情報を追加し区分を変更した。 
 

生殖細胞変異原性 : 分類できない 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

生殖細胞変異原性 In 

vivoでは、吸入ばく露によるマウスの末梢血を用いた小核試験で陽性、腹腔内投与による

マウスの骨髄細胞、末梢血を用いた小核試験で陰性、ラットの肝細胞を用いた不定期DN

A合成試験で陰性である (NITE初期リスク評価書 (2007))、ACGIH (7th, 2002)、DFGOT 

vol.19 (1993)、EU-RAR (2002)、IRIS Tox.Review (1999)、EHC 154 (1993)、NTP TR447 

(1996)、環境省リスク評価第3巻 (2004))。In 

vitroでは、細菌の復帰突然変異試験で陰性、哺乳類培養細胞の遺伝子突然変異試験、マウ

スリンフォーマ試験、染色体異常試験で陰性、姉妹染色分体交換試験で弱陽性である 

(NITE初期リスク評価書 (2007)、ACGIH (7th, 2002)、DFGOT vol.19 (1993)、EU-RAR 

(2002)、IRIS Tox.Review (1999)、EHC 154 (1993)、NTP TR447 

(1996)、環境省リスク評価第3巻 (2004))。以上より、in 

vivo試験で陽性と報告されている2件の小核試験 

(腹腔内投与によるマウス骨髄細胞を用いた試験、吸入によるマウス赤血球を用いた試験) 

はいずれも欠点があり、また、用量反応性も明確でないことに加え、OECD 

TGに従って実施した小核試験 (腹腔内投与によるマウス骨髄細胞と末梢血を用いた試験) 

では陰性であったことから、EU-

RARでは総合的な遺伝毒性評価として遺伝毒性の有無については明確に判断することは

できないとしている。したがって、小核での明確な陽性知見がないことから分類できない

とした。旧分類に記載されたin 

vivo小核試験の陽性結果は不明確であることから、区分を見直した。 
 

ギ酸 (64-18-6) 

生殖細胞変異原性 データ不足のため分類できない。すなわち、in vivoのデータはなく、in 

vitroでは、細菌の復帰突然変異試験、哺乳類培養細胞の遺伝子突然変異試験、染色体異常

試験、ヒトリンパ球及び哺乳類培養細胞の姉妹染色分体交換試験でいずれも陰性であると

結論されている (SIDS (2011)、PATTY (6th, 2012)、IUCLID (2000)、NTP DB (Access on 

July 2014)、DFGOT vol. 19 (2003))。 
 

発がん性 : 分類できない 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

発がん性 ラット及びマウスに2年間吸入ばく露した発がん性試験において、ラットの雄では高用量

で肝細胞腺腫と肝細胞がんの合計頻度のわずかな増加がみられたが、雌ラット及び雌雄マ

ウスには腫瘍性病変の頻度増加はみられなかった (NTP TR447 

(1996))。NTPは雄ラットで発がん性の不確かな証拠、雌ラット及び雌雄マウスでは発が

ん性の証拠なしと結論した (NTP TR447 (1996))。既存分類ではACGIHでA4 (ACGIH (7th, 

2002))、EPAでCBD (cannot be determined) に分類されている (IRIS 

(1999))。以上より分類できないとした。 
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ギ酸 (64-18-6) 

発がん性 国際機関等による分類はない。個別の情報としては、ぎ酸カリウムの2,000 

mg/kg/dayまでの用量で、ラット、マウス (ともに雌雄) に2年間 

(ラット：104週間、マウス：80週間) 混餌投与した発がん性試験 (OECD TG 

453と比較可能) の結果は陰性 (SIDS (2011)) である。また、ぎ酸カルシウムの150-200 

mg/kg/dayで雌雄ラットに1.5年間飲水投与した試験 (試験条件が不十分との記載有り) 

で陰性 (BUA 81 (1995)) 

である。以上より、ラット、マウスの発がん性試験でいずれも陰性であることから「区分

外」とした。 

NOAEL (慢性、経口、動物/オス、2年) 400 mg/kg BW 
 

生殖毒性 : 分類できない 
 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

生殖毒性 妊娠ラット、又は妊娠ウサギを用いた経口投与による発生毒性試験では、母動物に死亡例

、体重増加抑制、吸収胚の増加がみられる最高用量 (ラットで275 

mg/kg/day、ウサギで30 mg/kg/day) においても胎児に重大な発生影響はみられなかった 

(NITE初期リスク評価書 (2007)、ACGIH (7th, 2002)、環境省リスク評価第3巻 

(2004))。また、妊娠ラットを用いた吸入ばく露による2つの発生毒性試験においても、母

動物に死亡がみられる用量で胎児に影響はみられていない (NITE初期リスク評価書 

(2007)、ACGIH (7th, 

2002))。なお、妊娠ハムスターの妊娠8日に単回吸入ばく露した試験では、母動物に死亡

例が発生する濃度の2倍以上の高濃度では外脳、脳瘤、肋骨癒合など奇形発生の報告があ

る (NITE初期リスク評価書 (2007)、ACGIH (7th, 2002)、環境省リスク評価第3巻 

(2004))。以上、動物試験結果より、経口及び吸入経路で実験動物では発生影響を示す可

能性は低いと考えられるが、生殖能・性機能への影響に関する情報がなく、データ不足の

ため分類できない。 
 

ギ酸 (64-18-6) 

生殖毒性 ラットを用いた経口経路 (飲水) 

での多世代生殖毒性試験において出生児の体重や体長に影響はなかったとの報告 

(環境省リスク評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008)、DFGOT vol. 19 (2003)) 

があるが1用量の試験であり評価するには情報が不十分である。また、ラットを用い7ヵ

月まで1.0%の飲水投与により、児の生存率が50-67%低下したとの報告 (NTP TR19 

(1992)) 

があるが、試験法及び結果についてそれ以上の具体的な記述がない。マウスを用いた経口

経路 (強制) 

での催奇形性試験において、妊娠10日及び18日の検査において胎児の神経管欠損に影響

はみられていない (PATTY (6ｔｈ, 

2012)、環境省リスク評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008)、DFGOT vol. 19 

(2003))。この試験は、メタノールが誘発する外脳症機序をぎ酸ナトリウムで調べる目的

であり、投与期間がメタノールの外脳症の感受期である妊娠8日のみに限定した試験であ

ることから、外脳症以外の催奇形性については十分な情報でないと考えられる。以上のよ

うに、生殖毒性 (生殖能、催奇形性) 

に関する十分な情報がないことから分類できないとした。 
 

特定標的臓器毒性(単回ばく露) : 臓器の障害のおそれ (中枢神経系, 呼吸器系) 
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アセトニトリル (75-05-8) 

特定標的臓器毒性(単回ばく露) ヒトでは本物質の誤飲や自殺企図による経口摂取例、及び工場での事故による急性吸入ば

く露例が複数例報告されており、急性影響は、疲労感、悪心、嘔吐、錯乱、痙攣、昏睡等

であり、重度の場合は死に至るとの記載がある (NITE初期リスク評価書 

(2007)。また、吸入ばく露で鼻、喉に刺激があるとの報告がある (NITE初期リスク評価書 

(2007))。実験動物では、マウスの単回経口投与試験で区分2範囲の300～2,000 

mg/kgで、自発運動低下、振戦、衰弱、正向反射低下、努力呼吸、痙攣、喘ぎ、流涎が認

められたとの報告がある (EU-RAR (2002)、NITE初期リスク評価書 

(2007))。また、マウスの4時間単回吸入ばく露試験で区分2範囲の3,039～5,000 

ppmで、自発運動低下、歩行異常、正向反射消失、緩徐呼吸、努力性呼吸、速呼吸、喘ぎ

、体温低下、後肢伸展、横臥位、被毛の黄色化が認められたとの報告 (EU-RAR 

(2002)、NITE初期リスク評価書 

(2007))、及びマウスの1時間単回吸入ばく露試験で500～5,000 ppm (4時間換算値: 

250～2,500 ppm、区分1範囲に相当) 

で、重度の呼吸困難、あえぎ、振戦、痙攣が認められたとの報告 (EHC 154 (1993)、 EU-

RAR (2002)、NITE初期リスク評価書 (2007)) 

がある。更に、ラットの8時間単回吸入ばく露試験で生存例と死亡例の両方に肺の出血と

うっ血が認められたとの報告がある (EU-RAR (2002)、NITE初期リスク評価書 

(2007))。この試験では用量の詳細な記載はないが、LC50値 (4時間換算値) は10,678 ppm 

(雄)、17,585 ppm (雌) 

と報告されており、影響は区分2範囲の用量でみられたと考えられる。以上の情報から、

本物質は中枢神経系と呼吸器に影響を与えると考えられる、したがって区分1 

(中枢神経系、呼吸器) とした。 
 

ギ酸 (64-18-6) 

特定標的臓器毒性(単回ばく露) 本物質は、腐食性が強く、口、喉、食道、胃粘膜に対して傷害を引き起こす (NTP TR19 

(1992))。ヒトにおいては、経口摂取で、咽頭痛、灼熱感、腹痛、胃痙攣、嘔吐、鼻・喉

頭及び胃腸管粘膜の充血、浮腫及び壊死、食道狭窄、胃穿孔、胃腸管出血、その他、嚥下

困難、意識喪失、中枢神経系抑制、重篤なアシドーシス、溶血、血尿、血液凝固障害、無

尿、尿毒症、急性腎不全、腎症、肝障害、血管ショック、循環器不全、肺炎、死亡が報告

されている (環境省リスク評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008)、ACGIH (7th, 

2001)、PATTY (6th, 2012)、BUA 81 (1995)、DFGOT vol. 19 (2003)、NTP TR19 

(1992))。蒸気の吸入ばく露では、咽頭痛、咳、灼熱感、息苦しさ、意識喪失、鼻炎、気

管支炎、呼吸困難、呼吸器不全、肺水腫、アシドーシス、急性腎不全、死亡がみられてい

る (NTP TR19 (1992)、環境省リスク評価第6巻：暫定的有害性評価シート 

(2008))。経皮ばく露では、熱いぎ酸を顔に誤ってかけた作業者で、顕著な嚥下困難及び

呼吸困難により6時間後に死亡 (ACGIH (7th, 

2001))、3歳の少女が全身皮膚の35%以上をばく露した事故で、火傷、重篤なアシドーシ

スが報告されている (PATTY (6th, 

2012))。その他、ばく露経路は記載されていないが、大量ばく露で視力障害、精神障害を

含む中枢神経抑制 (PATTY (6th, 

2012))、本物質の保存液にばく露された農夫では、重篤な循環器疾患及び腎臓疾患を生じ

た (PATTY (6th, 2012)) 

との報告がある。実験動物では、ラットの経口投与で、円背位、呼吸困難、鼻血、血尿、

低体温、病理検査で、胃、肝臓、腎臓の充血、ラットの吸入ばく露で、流涎、痛みの反射

消失、呼吸困難、呼吸音、鼓腸、無気力、円背位姿勢、不安定歩行がみられている (SIDS 

(2011))。これらの所見は、区分1に相当するガイダンス値の範囲であった。以上より、区

分1 (中枢神経系、呼吸器、血液系、腎臓) とした。 
 

特定標的臓器毒性(反復ばく露) : 分類できない 
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アセトニトリル (75-05-8) 

特定標的臓器毒性(反復ばく露) ヒトに関する情報はない。実験動物については、ラットを用いた蒸気による13週間吸入

毒性試験 (6時間/日、5日間/週) において、区分2のガイダンス値の範囲内である800 ppm 

(1,340 mg/m3 (90日換算: 0.97 mg/L)) 

以上で死亡、自発運動低下、被毛粗剛、胸腺の重量減少、貧血症状 

(赤血球数・ヘモグロビン濃度・ヘマトクリット値の減少)、死亡例で肺のうっ血及び水腫

、肺胞・脳出血、骨髄細胞減少、胸腺の萎縮、脾臓のリンパ球減少、卵巣の黄体減少がみ

られ (NITE初期リスク評価書 (2007)、環境省リスク評価第3巻 (2004)、NTP TR447 

(1996))、ラットを用いた蒸気による90日間吸入毒性試験 (7時間/日、5日/週) 

において、区分2のガイダンス値の範囲内である166 ppm (279 mg/m3 (90日換算: 0.33 

mg/L)) 以上で肺拡張不全、肺胞の組織球性細胞集簇、330 ppm (554 mg/m3 (90日換算: 

0.65 mg/L)) 以上で気管支炎、肺炎がみられている (NITE初期リスク評価書 (2007)、EU-

RAR (2002))。また、マウスを用いた蒸気による13週間吸入毒性試験 (6時間/日、5日/週) 

において、区分1のガイダンス値の範囲内である100 ppm (168 mg/m3) (90日換算: 0.12 

mg/L) 以上で肝臓の重量増加、区分2のガイダンス値の範囲内である200 ppm (335 

mg/m3) (90日換算: 0.24 mg/L) 以上で前胃の上皮過形成を伴う限局性潰瘍、400 ppm (670 

mg/m3) (90日換算: 0.48 mg/L) で死亡、肝細胞空胞化、800 ppm (1,340 mg/m3) 

(90日換算: 0.97 mg/L) で自発運動低下、円背位、筋硬直がみられ (NITE初期リスク評価書 

(2007)、NTP TR447 (1996))、マウスを用いた蒸気による92日間吸入毒性試験 

(6.5時間/日、5日/週) において、区分1のガイダンス値の範囲内である100 ppm (168 

mg/m3) (90日換算: 0.18 mg/L) 

以上で肝臓の重量増加、区分2のガイダンス値の範囲内である200 ppm (335 mg/m3) 

(90日換算: 0.36 mg/L) 

以上で死亡、赤血球数・ヘマトクリット値減少、肝細胞空胞化がみられている 

(NITE初期リスク評価書 

(2007))。このほか、サルを用いた蒸気による91日間吸入毒性試験 (7時間/日、5日/週) 

において、区分2のガイダンス値の範囲内である350 ppm (588 mg/m3) 

(ガイダンス値換算: 0.69 mg/L) 

で脳の上矢状もしくは下矢状静脈洞の出血、肺の乾酪性結節、肝臓の退色、限局性肺気腫

、肺胞上皮のび漫性増生、急性気管支炎、限局性マクロファージ色素沈着、腎臓の近位尿

細管の混濁腫脹がみられている (NITE初期リスク評価書 (2007))。以上から、区分2 

(血液系、中枢神経系、呼吸器、肝臓、腎臓) 

とした。なお、前胃の所見は刺激によるものと考え分類根拠としなかった。 

NOAEC (吸入、ラット、ガス、90日) 400 ppm 
 

ギ酸 (64-18-6) 

特定標的臓器毒性(反復ばく露) ヒトでの本物質反復ばく露による影響に関する情報はない。実験動物ではラット及びマウ

スに本物質蒸気を13週間吸入ばく露した試験において、標的臓器を特定可能な全身影響

は認められなかったが、局所影響としてマウスでは区分1 (0.12 

mg/L/6hr)、ラットでは区分2 (0.24 mg/L/6hr) に該当する濃度で、嗅上皮の変性 

(ラット、マウス)、呼吸上皮の扁平化生 (ラット) がみられた (SIDS (2011)、NTP TR19 

(1992)、DFGOT vol. 19 (2003)、PATTY (6th, 

2012))。ヒトでの吸入ばく露による影響が不明であるため、ラット、マウスの両動物種で

呼吸器への影響が共通に認められた濃度区分より、区分2 (呼吸器) に分類した。 

LOAEL (経口、ラット、90日) 2000 mg/kg BW 

NOAEL (経口、ラット、90日) 400 mg/kg BW 

NOAEC (吸入、ラット、粉じん/ミスト/煙、90日) 0.244 mg/l air 
 

誤えん有害性 : 分類できない 
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アセトニトリル (75-05-8) 

誤えん有害性 データ不足のため分類できない。なお、HSDB (Access on June 2017) 

に収載された数値データ (粘性率: 0.35 mPa・s (20℃)、密度 (比重): 0.78745) 

より、動粘性率は0.444 mm2/sec (2 ℃) と算出される。 

動粘性率 0.443 mm²/s 
 

ギ酸 (64-18-6) 

誤えん有害性 データ不足のため分類できない。 

12. 環境影響情報 

生態毒性 

生態系 - 全般 : 本物質は水生生物に対して有害とは考慮されず、また、環境に対しても長期的な有害な影

響を及ぼさない。 

水生環境有害性 短期（急性） : 区分に該当しない 

水生環境有害性 長期（慢性） : 分類できない 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

水生環境有害性 短期（急性） 藻類 (Pseudokirchneriella subcapitata)72時間EC50（速度法）>700 

mg/L、魚類(メダカ)96時間LC50 >100 

mg/L（ともに環境生態影響試験:2017）、甲殻類(オオミジンコ)96時間LC50 >100 

mg/L（環境省環境リスク評価(第3巻):2004）であることから、区分外とした。 

水生環境有害性 長期（慢性） 急速分解性があり（良分解性、BODによる平均分解度：65％（化審法DB:1998））、蓄

積性がなく（LogPow：-0.34 (PHYSPROP Database :2017)）、甲殻類(オオミジンコ)の 

21日間NOEC（繁殖阻害）= 960 mg/L（環境省環境リスク評価(第3巻):2004）、藻類 

(Pseudokirchneriella subcapitata)の72時間NOEC（速度法）= 700 

mg/L（環境省生態影響試験:2017）であることから、区分外とした。 

LC50 - 魚 [1] 100 mg/l 

EC50 - 甲殻類 [1] 100 mg/l 

EC50 72h - 藻類 [1] 3560 mg/l 

EC50 72h - 藻類 [2] 9696 mg/l 

ErC50 藻類 700 mg/l 

LOEC (慢性) > 960 mg/l 

NOEC (慢性) 960 mg/l 

NOEC 魚 慢性 102 mg/l 

NOEC 甲殻類 慢性 960 mg/l 

NOEC 藻類 慢性 700 mg/l 
 

ギ酸 (64-18-6) 

水生環境有害性 短期（急性） 藻類（デスモデスムス属）72時間ErC50 = 30.2 mg/L（SIAR, 

2008）であることから、区分3とした。 
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ギ酸 (64-18-6) 

水生環境有害性 長期（慢性） 慢性毒性データを用いた場合、急速分解性があり（BODによる分解度：108～113%（ME

TI既存点検結果, 1993））、甲殻類（オオミジンコ）の21日間NOEC ≧ 100 mg/L（SIAR, 

2008）から、区分に該当しないとなる。慢性毒性データが得られていない栄養段階（藻

類、魚類）に対して急性毒性データを用いた場合、藻類（デスモデスムス属）72時間ErC

50 = 30.2 mg/L（SIAR, 

2008）であるが、急速分解性があり、生物蓄積性が低いと推定される（logKow =-0.54 

(PHYSPROP Database (SRC, 

2005)）ことから、区分に該当しないとなる。以上の結果から、区分に該当しないとした

。 

LC50 - 魚 [1] 130 mg/l 

EC50 - 甲殻類 [1] 365 mg/l 

EC50 72h - 藻類 [1] 1240 mg/l 

ErC50 藻類 30.2 mg/l 

LOEC (慢性) > 100 mg/l 

NOEC (慢性) ≥ 100 mg/l 

NOEC 甲殻類 慢性 100 mg/l 

残留性・分解性 

Peptide Calibration Reconstitution Buffer  

残留性・分解性 急速分解性でない 
 

アセトニトリル (75-05-8) 

残留性・分解性 急速分解性あり 
 

ギ酸 (64-18-6) 

残留性・分解性 急速分解性あり 

生体蓄積性 

Peptide Calibration Reconstitution Buffer  

生体蓄積性 データなし 

土壌中の移動性 

Peptide Calibration Reconstitution Buffer  

土壌中の移動性 データなし 

オゾン層への有害性 

オゾン層への有害性 : 分類できない 

13. 廃棄上の注意 

推奨製品/梱包処分 : 管轄当局の規制に準拠して廃棄する。 

物質および容器は、有害または特殊な廃棄物用処理施設に廃棄する。 

適用される国内外、あるいは地方の法律・規則全般に通じておく。 

廃棄方法 : 許可を得た収集業者の分別回収に準拠して内容物／容器を廃棄する。 
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残余廃棄物 : 環境への放出を避けること。 

地域の廃棄規則 : 管轄当局の規制に準拠して廃棄する。 

推奨下水処理 : 管轄当局の規制に準拠して廃棄する。 

追加情報 : 空の容器を再利用しない。 

14. 輸送上の注意 

国際規制 

UN RTDG / IMDG / IATAに準ずる 

国連勧告 

(UN RTDG) 

海上輸送 

(IMDG) 

航空輸送 

(IATA) 

国連番号 

1648 1648 1648 

国連正式品名 

アセトニトリル ACETONITRILE Acetonitrile 

輸送危険物分類 

3 3 3 

    

容器等級 

II II II 

環境有害性 

環境有害性 : 適用されず 環境有害性 : 適用されず 環境有害性 : 適用されず 

 

海洋汚染物質 : 適用されず 

 

MARPOL 73/78 附属書II 及びIBC コードによるばら積み輸送される液体物質 

非該当 

国内規制 

その他の情報 :  補足情報なし 

15. 適用法令 

国内法令 

化審法 : 優先評価化学物質（法第２条第５項） 

労働安全衛生法 : 【改正後 令和７年４月１日以降】 

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第１項、施行令第１８条第２号～第３

号、安衛則第３０条別表第２） 

【改正後 令和８年４月１日以降】 

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第１項、施行令第１８条第２号～第３

号、安衛則第３０条別表第２） 

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第１項、施行令第１８条第１号～第２

号別表第９） 

危険物・引火性の物（施行令別表第１第４号） 
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名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２第１項、施行令第１８条の２第１

号～第２号別表第９） 

   アセトニトリル （政令番号 : 15） (5％未満) 

【改正後 令和７年４月１日以降】 

名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２第１項、施行令第１８条の２第２

号～第３号、安衛則第３４条の２別表第２） 

   アセトニトリル (5％未満) 

【改正後 令和８年４月１日以降】 

名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２第１項、施行令第１８条の２第２

号～第３号、安衛則第３４条の２別表第２） 

   アセトニトリル (5％未満) 

濃度基準値設定物質（安衛則第５７７条の２第２項、令和５年４月２７日告示第１７７号

、令和５年４月２７日公示第２４号） 

皮膚等障害化学物質等・皮膚吸収性有害物質（安衛則第５９４条の２第１項、令和４年５

月３１日基発０５３１第９号、令和５年７月４日基発０７０４第１号・５該当物質の一覧

） 

毒物及び劇物取締法 : 劇物・除外品目（指定令第２条） 

   有機シアン化合物／アセトニトリル及びこれを含有する製剤 (5％未満) 

水質汚濁防止法 : 有害物質（法第２条、施行令第２条、排水基準を定める省令第１条） 

消防法 : 第４類引火性液体、第一石油類水溶性液体（法第２条第７項危険物別表第１・第４類） 

大気汚染防止法 : 有害大気汚染物質に該当する可能性がある物質（中央環境審議会第９次答申） 

揮発性有機化合物（法第２条第４項）（環境省から都道府県への通達） 

揮発性有機化合物（法第２条第４項）（平成１４年度ＶＯＣ排出に関する調査報告） 

海洋汚染防止法 : 有害でない物質（施行令別表第１の２） 

有害液体物質（Ｙ類物質）（施行令別表第１） 

外国為替及び外国貿易法 : 輸入貿易管理令第４条第１項第２号輸入承認品目「２の２号承認」 

輸出貿易管理令別表第１の１６の項 

輸出貿易管理令別表第２（輸出の承認） 

道路法 : 車両の通行の制限（施行令第１９条の１３、（独）日本高速道路保有・債務返済機構公示

第１２号・別表第２） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 : 特別管理産業廃棄物（法第２条第５項、施行令第２条の４） 

特定有害廃棄物輸出入規制法（バーゼル法） : 特定有害廃棄物（法第２条第１項第１号イ、平成３０年６月１８日省令第１２号） 

下水道法 : 水質基準物質（法第１２条の２第２項、施行令第９条の４） 

土壌汚染対策法 : 特定有害物質（法第２条第１項、施行令第１条） 

16. その他の情報 

その他の情報 : 責任の放棄／声明 - Seer, 

Inc.はこのSDSの受領者各位に対し、このSDSを入念に検討し、必要に応じて又は状況に応

じて専門家に相談して、このSDSに含まれるデータ及び製品に付随するあらゆる危険有害

性を認識し、理解することを強くお勧めします。このSDSに含まれる情報は、供給時のま

まの状態の特定の物質に適用されます。他の何らかの物質と併用した場合、この物質に対

して有効でない可能性があります。ここに含まれる情報は誠意をもって提供されるもので

あり、上記の作成日の時点で正確な情報であると考えられます。このSDSは技術的に信頼

性が高いと考えられる情報源から得られた情報を用いて作成されています。製品仕様書と

して使用することはできません。使用者独自のプロセスに使用する場合又は他の化学物質

と併用する場合、明示的か黙示的かを問わず、弊社は使用時の安全性に関して如何なる種

類の保証もいたしません。規制要件は変更されることがあり、地域ごとに異なることもあ

ります。使用者の活動を国、都道府県及び現地の法律に確実に準拠させることは使用者の

責務です。Seer, 

Inc.は、上記製品の取扱い又は接触に起因する損害に対して一切の責任を負わないものとし

ます。 
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免責条項 

当該シートに記載されている情報は信頼できる情報をもとにしているが、情報の正確性について明示・暗示を問わずいかなる保証をするものでは

ない。製品の取扱い、使用、保管または廃棄条件は当社の管理外であり、我々の認知するところではないことがある為、製品の取扱い、使用、保

管または廃棄によって生じる損失、損害または費用に対する責任は、直接・間接を問わず一切負わない。当該シートは本製品にのみ使用するべき

である。本製品がその他の製品の成分として使用される場合は、当該シートに記載されている情報が適用されないことがある。 



PepCalMix化学品の名称 ：

推奨用途及び使用上の制限

CHEMTREC: 0800-300-5842緊急連絡電話番号（受付時間） ：

製造業者 ： K.K. AB SCIEX
Gotenyama Trust Tower 21 F
4-7-35 Kitashinagawa, Shinagawa-ku Tokyo, 140-0001
Tel: 0120-318-551 / Fax: 0120-318-040

製品の使用 : 研究開発

業務用.適応エリア :

1. 化学品及び会社情報

本SDS担当者の電子メールアドレ
ス

： msds.inquiry@sciex.com

安全データシート
PepCalMix

製品コード ： 5045751

GHS 分類 ：

注意喚起語 ： 警告

危険有害性情報 ： H371 - 臓器の障害のおそれ (中枢神経系､ 呼吸器)

絵表示又はシンボル ：

注意書き

安全対策 ： P260 - 蒸気を吸入しないこと。
P270 - この製品を使用するときに，飲食又は喫煙をしないこと。
P264 - 取扱い後はよく洗うこと。

応急措置 ： P308 + P311 - ばく露又はばく露の懸念がある場合： 医師に連絡すること。

保管 ： P405 - 施錠して保管すること。

廃棄 ： P501 - 内容物及び容器を市町村条例、都道府県条例、国内法令及び国際条約の規定に従
って廃棄すること。

GHS ラベル要素

概要 ： 該当しない

H371 特定標的臓器毒性(単回ばく露）
 - 区分2

2. 危険有害性の要約
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化学物質・混合物の区分 ： 混合物

3. 組成及び成分情報

化学名又は一般名 CAS登録番号含有量(%)

化審法 安衛法

官報公示整理番号

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ ≤10 75-05-8 2-1508 2-1508

水で口を洗浄する。  入歯をしている場合ははずす｡  物質を飲み込んだ場合、被災者の意識が
あれば少量の水を飲ませる。  嘔吐すると危険なことがあるので、もし被災者の気分が悪くなったら
それ以上水を飲ませてはならない。  医師の指示がない限り、吐かせてはならない。  もし嘔吐が起
きた場合は嘔吐物が肺に入らないように頭を低い位置に保つ。  暴露後または気分が悪いときは
医師の手当てを受けること。  必要に応じて医師に連絡する。  意識がない場合､決して口からも
のを与えてはならない｡  意識がない場合、昏睡位（うつ伏せで顔をやや横向き）にして直ちに医師
の診断を受けさせる。  気道を開いた状態に維持する｡  襟､ネクタイ､ベルト､ウエストバンド等の衣
類の締め付けをゆるめる｡

すぐに多量の水で、時々上下のまぶたを持ち上げながら眼をすすぐ。  コンタクトレンズの有無を確
認し､着用している場合にははずす｡  少なくとも１０分間洗い流し続ける。  暴露後または気分が
悪いときは医師の手当てを受けること。  必要に応じて医師に連絡する。

多量の水で､汚染された皮膚を洗浄する｡  汚染された衣服および靴を脱がせる。  少なくとも１０
分間洗い流し続ける。  暴露後または気分が悪いときは医師の手当てを受けること。  必要に応じ
て医師に連絡する。  衣類は､再着用の前に洗濯する｡  靴は再使用前に十分に洗浄する｡

空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。  呼吸していない場合、呼吸が
不規則な場合、あるいは呼吸停止が起きた場合には、適切な訓練を受けた者が人工呼吸あるい
は酸素吸入を行う。  救助者が口移し人工呼吸で蘇生術を行うと、救助者に危険がおよぶことが
ある。  暴露後または気分が悪いときは医師の手当てを受けること。  必要に応じて医師に連絡す
る。  意識がない場合、昏睡位（うつ伏せで顔をやや横向き）にして直ちに医師の診断を受けさせ
る。  気道を開いた状態に維持する｡  襟､ネクタイ､ベルト､ウエストバンド等の衣類の締め付けをゆ
るめる｡  火災による分解生成物を吸入した場合、症状は遅れて発生することがある。  暴露され
た人を４８時間医師の観察下に置く必要がある。

眼に入った場合

皮膚に付着した場合

吸入した場合

飲み込んだ場合 ：

：

：

：

応急処置をする者の保護 ： 人的リスクを伴うような行動、または適切な訓練を受けていない行動は行ってはならない。  救助
者が口移し人工呼吸で蘇生術を行うと、救助者に危険がおよぶことがある。

医師に対する特別な注意事項 ： 火災による分解生成物を吸入した場合、症状は遅れて発生することがある。  暴露された人を４８
時間医師の観察下に置く必要がある。

急性症状及び遅発性症状の最も重要な徴候症状

吸入した場合 : 吸入すると、単回暴露で臓器に障害を引き起こすおそれがある。

飲み込むと、単回暴露で臓器に障害を引き起こすおそれがある。:飲み込んだ場合

皮膚に付着した場合 : 皮膚に接触すると、単回暴露で臓器に障害を引き起こすおそれがある。

4. 応急措置

予想される急性健康影響

特有の危険有害性 火災の際や加熱された場合、圧力の上昇が起こり容器が破裂することがある。

火災に応じた消火剤を使用する｡

:

ウォータージェットを使用してはならない｡

適切な消火剤 :

使ってはならない消火剤 :

5. 火災時の措置
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5. 火災時の措置

火災が発生したら、すみやかに火災現場から人員を退避させ現場を隔離する。  人的リスクを伴う
ような行動、または適切な訓練を受けていない行動は行ってはならない。

有害な熱分解生成物 分解生成物には以下の物質が含まれることがある：
二酸化炭素
一酸化炭素
窒素酸化物

消火を行う者は適切な保護器具と、陽圧モードで動作するフルフェース部分を備えた自給式の呼
吸器具を装着しなければならない。

消火活動を行う者の特別な保護
具及び予防措置

:

:

特有の消火方法 :

シアン化物
硫黄酸化物類

環境に対する注意事項

人体に対する注意事項，保護具及び緊急時措置

危険性がなければ､漏れを止める｡  漏出区域から容器を移動する。  放出現場には風上から近
づくこと。  下水溝、水路、地下室または密閉された場所への侵入を防止する。  漏出物を廃水
処理施設に洗い流すか、または以下の指示に従う。  本製品がこぼれたら、砂、土、ﾊﾞｰﾐｷｭﾗｲﾄ、
珪藻土等の非可燃性の吸収剤でこぼれを封じ込めた後、容器に集め、現地法に基づき廃棄す
る（セクション１３を参照）。  許可を受けた廃棄物処理業者に依頼して処分する。  漏出物を吸い
取った吸収剤は、漏出した製品と同じ危険性を引き起こすことがある。  注意： 緊急時連絡情報
については第１章を､廃棄処理については第１３章を参照すること｡

:

: 人的リスクを伴うような行動、または適切な訓練を受けていない行動は行ってはならない。  周辺
地域の人々を避難させる。  関係者以外ならびに保護用具を着用していない作業員の入室を禁
じる｡  漏出した物質に触れたり､その上を歩いたりしてはならない｡  蒸気や噴霧の吸入を避ける。
十分な換気を行う｡  換気が不十分な場合は適切な呼吸用保護具を着用する。  適切な個人
保護装置を着用する。

漏出した物質や流去水の拡散、および土壌、水路、排水溝下水道との接触を回避する。  製品
が環境汚染（排水、水路、土壌または大気）を起したときは、関係する行政当局に報告する。

大量に流出した場合 :

危険性がなければ､漏れを止める｡  漏出区域から容器を移動する。  水溶性なら水で希釈してぬ
ぐい取る。  あるいは、または水に不溶性の場合、乾燥した不活性吸収剤に吸着させ、適切な廃
棄物処理容器に入れる。  許可を受けた廃棄物処理業者に依頼して処分する。

少量に流出した場合 :

封じ込め及び浄化の方法及び機材

非緊急時対応要員について

緊急時対応要員について : 流出分の取り扱いに専用衣類が必要な場合には、適切および不適切な物質に関するセクション
8に記載の情報に注意しなければならない。  「緊急時要員以外の人員用」の情報も参照。

6. 漏出時の措置

衛生対策 本物質の取扱い、保管、作業を行う場所での 飲食および喫煙は厳禁。  作業者は飲食、喫煙
の前に手を洗うこと。  飲食区域に入る前に汚染した衣類と保護具を脱ぐこと。  同様にセクション
8の衛生措置に関する追加情報も参照。

:

安全取扱注意事項 : 適切な個人保護具を使用すること（セクション８を参照）。  眼､皮膚および衣類に触れないように
する｡  蒸気やミストを呼吸しない｡  摂取してはならない｡  当物質の通常の取り扱い中に呼吸器
官への有害危険性が存在する場合は、必ず適切な換気装置を使用するか、あるいは適切な呼
吸用保護具を着用する。  使用しないときは元の容器又は適合素材で作られた認可済みの代替
容器に入れ、密閉して保存する。  容器が空でも製品が残存し危険有害性があることがある。
容器を再利用してはならない｡

取扱い

7. 取扱い及び保管上の注意

保管
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7. 取扱い及び保管上の注意
安全な保管条件 現地の法規制に従って保管する。  元の容器に入れ、換気の良い乾燥した冷所で直射日光を避

け、混合禁止物質（セクション10を参照）および飲食物から離して保管する。  施錠して保管するこ
と。  使用直前まで､容器は固く閉め封印して保管する｡  いったん開けた容器は入念に再密閉し、
漏出を防ぐため直立させて保管する。  ラベルのない容器に保管してはならない。  環境汚染を避
けるために適切な容器を使用する。  非相溶性材料については取扱いまたは使用の前にセクション
10を参照のこと。

:

なし。

設備対策 : ユーザーの作業により粉塵、ヒューム、ガス、蒸気またはミストが発生する場合は、作業行程の囲い
込み、局所的排気通風装置あるいはその他の技術的制御により、作業者の空中に浮遊している
汚染物質への暴露を全ての推奨値あるいは法定限度以下に保つこと。

ばく露限界

8. ばく露防止及び保護措置

手の保護具

危険性とばく露の可能性に基づき、適切な基準または認証を満たすマスクを選択すること。  マスク
は、呼吸保護プログラムに従って使用し、適切な付け心地、トレーニング、および使用上のその他
の側面を確実にすること。

リスク評価によって必要とされるときは、化学製品の取り扱いの際、承認された基準に合格した耐
化学品性で不浸透性の手袋を常に着用する。  手袋製造業者により特定されたパラメータを考
慮して、手袋の使用中に手袋がまだ保護性を維持しているかを確認すること。  あらゆる手袋の材
料は製造業者が異なれば透過時間も異なる可能性があることに注意する必要がある。  いくつか
の物質から成る混合物の場合には、手袋の保護時間を正確に推定することはできない。

リスク評価によって必要とされるときは、液体の飛まつ、ミスト、ガスあるいは塵埃への暴露をさけるた
め、承認された基準に合格した安全眼鏡を着用する。  接触の可能性がある場合、評価によって
より高次の保護が指摘されている場合を除いて次の保護具を着用しなければならない：  側方シ
ールド付の保護眼鏡。

眼、顔面の保護具

呼吸用保護具 :

:

:

皮膚及び身体の保護具 作業者の身体保護衣は、行う作業の内容および関連するリスクに基づいて選択しなければなら
ず、さらにこの製品を取り扱う前に専門家の承認を受けなければならない。

:

保護具

この製品を取り扱う前に、行う作業とそれに付随するリスクに基づき適切な履物および何らかの追
加的な皮膚保護具を選択し、専門家の認可を受けなければならない。

生物学的暴露指数

認知済みのものは無し。

9. 物理的及び化学的性質

物理状態

融点／凝固点

蒸気圧

液体

情報なし。

情報なし。臭い

pH

無色。色

引火点

3

:

:

:

:

:

:

:

外観

沸点又は初留点及び沸点範囲 :

爆発下限界及び爆発上限界／
可燃限界

: 情報なし。

軟化点 : 情報なし。

特に明記されていない限り、性質の測定条件はすべて、標準の温度と圧力である。

情報なし。

>36℃ (>96.8℉)
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9. 物理的及び化学的性質

相対密度 情報なし。

自然発火点

該当しない

粘度 情報なし。

n-オクタノール／水分配係数

:

:

:

:

分解温度 : 情報なし。

その他のデータ

粒子特性

中央粒径値 : 該当しない

化学名又は一般名

20˚Cの蒸気圧 50˚Cの蒸気圧

mm Hg kPa 方法 mm Hg kPa 方法

水 17.5 2.3 92.258 12.3

情報なし。

物理化学的コメント ： 追加情報なし

溶解度 : 情報なし。

危険有害な分解生成物

避けるべき条件 特にデータは無い。

通常の保管及び使用条件下では、危険な分解生成物は生成されない。

製品は安定である。化学的安定性 :

:

:

混触危険物質 :

危険有害反応可能性 : 通常の貯蔵および使用条件下では、有害な反応は起こらない。

反応性 : この製品またはその成分に関しては、反応性に関する利用可能な具体的試験データはない。

通常の保管および使用条件の下では、有害な重合は起こらない。

特にデータは無い。

10. 安定性及び反応性

急性毒性

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ LC50 吸入した場合 ガス ラット 17100 ppm 4 時間
LD50 経口 ラット 2460 mg/kg -

製品 / 成分の名称 結果 種類 投与量 ばく露時間

11. 有害性情報

急性毒性の推定
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11. 有害性情報

結論/要約 ： 情報なし。

発がん性

結論/要約 ： 情報なし。

生殖細胞変異原性

結論/要約 ： 情報なし。

生殖毒性

結論/要約 ： 情報なし。

刺激性/腐食性

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 眼 - 中程度の刺激 ウサギ - 24 時間 100 
uL

-

製品 / 成分の名称 結果 スコア ばく露時間 観察

呼吸器感作/皮膚感作

情報なし。

種類

特定標的臓器毒性(単回ばく露）

特定標的臓器毒性(反復ばく露）

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 区分1 - 中枢神経系､ 呼吸器

名称 カテゴリー

名称 カテゴリー

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 区分2 - 血液系､ 中枢神経
系､ 腎臓､ 肝臓､ 呼
吸器

誤えん有害性

情報なし。

暴露経路 標的器官

暴露経路 標的器官

可能性のある暴露経路についての
情報

: 予想される侵入経路: 経口､ 経皮､ 吸入した場合､ 眼.

製品 / 成分の名称

PepCalMix N/A 19108.3 N/A 700.6 N/A
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 2460 300 N/A 11 N/A

経口 (mg/
kg)

経皮 (mg/
kg)

吸入 (気体)
(ppm)

吸入 (蒸気)
(mg/l)

吸入 (粉じ
ん／ミスト)
(mg/l)

生態毒性

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 急性 IC50 3685000 µg/l 真水 水生植物 - Lemna minor 96 時間
急性 LC50 3600000 µg/l 真水 ミジンコ類 - Daphnia magna 48 時間
急性 LC50 1000000 µg/l 真水 魚類 - Pimephales promelas 96 時間
慢性 NOEC 1000000 µg/l 真水 水生植物 - Lemna minor 96 時間
慢性 NOEC 160000 µg/l 真水 ミジンコ類 - Daphnia magna 21 日

製品 / 成分の名称 種類結果 ばく露時間

結論/要約 ： 情報なし。

12. 環境影響情報

6/9

Japan



PepCalMix

:発行日/改訂版の日付 2023/07/25 作成日 : 2023/02/10 バージョン : 4

12. 環境影響情報

LogPow BCF 可能性

生体蓄積性

他の有害影響 : 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

製品 / 成分の名称

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ -0.34 - 低

製品 / 成分の名称 水中における半減期 光分解 生分解性

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ - - 容易

残留性・分解性

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ OECD 301C 
Ready 
Biodegradability -
Modified MITI 
Test (I)

65 含有量(%) - 容易 - 28 日 - 活性汚泥

製品 / 成分の名称 テスト 投与量結果 植種源

結論/要約 ： 情報なし。

オゾン層への有害性 : 該当しない

土壌中の移動性 : 情報なし。

廃棄物の発生は避けるか、あるいは可能な限り少なくする必要がある。  この製品、製品の溶液お
よびあらゆる副生成物の処分は、常に環境保護および廃棄物処理に関する法律の定める要求
事項、および現地法の定める要求事項に従わなければならない。  余剰またはリサイクルできない
製品は許可を受けた廃棄物処理業者に依頼して処理する。  管轄当局の要件に完全に準拠し
ない限り、廃棄物を無処理で下水道に流してはならない。  不要な包装材料は再利用しなけれ
ばならない。  焼却または埋め立ては、再利用が不可能な場合にのみ検討すべきである。  この材
料およびその容器は安全な方法で廃棄しなければならない。  清掃または洗浄されていない空容
器を取り扱う際には注意しなければならない。  空の容器や中袋に製品が残留している可能性が
ある。  漏出した物質や流去水の拡散、および土壌、水路、排水溝下水道との接触を回避する。

：廃棄方法

13. 廃棄上の注意

-

-

-

-

-

-

-

Not regulated.

-

-

規定なし｡ Not regulated.

UN IMDG IATA

UN番号

品名

国連分類 クラス

容器等級

14. 輸送上の注意
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14. 輸送上の注意
環境有害性

使用者のための特別な予防措置

該当せず。 No. No.

使用者の施設内での輸送: 直立型の安定した容器に入れて輸送する。本製品の輸送者が事故
や漏出の際の対処法を理解していることを確認する。

:

IMO機器によるばら積み運搬 ： 情報なし。

消防法

労働安全衛生法

名称等を表示すべき危険物及び有害物

化学名又は一般名 含有量(%) 状況 整理番号

名称等を通知すべき危険物及び有害物

化学名又は一般名 含有量(%) 状況 整理番号

第四類危険物 以下を含む物質： 第一石油類 (水溶性) II 火気厳禁 400 L
以下を含む物質： 第二石油類 (水溶性) III 火気厳禁 2000 L

カテゴリー 危険性区分 注意喚起語 指定数量物質名／種類

15. 適用法令

アセトニトリル ≤10 該当 15

アセトニトリル ≤10 該当 15

引火性

道路法 該当

：

：

化学物質審査規制法

日本インベントリ ： 日本インベントリー(化審法既存及び新規公示化学物質）： 未確定。
日本インベントリー(ISHL)： 未確定。

特別管理産業廃棄物 ： 該当

化学名又は一般名 含有量(%) 状況 整理番号

毒物及び劇物取締法

非該当

労働安全衛生法施行令　別表
第一　危険物

アセトニトリル ≤10 優先評価化
学物質

38

ギ酸 ≤10 優先評価化
学物質

117

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律 (PRTR) - 2023年3月まで

化学名又は一般名 含有量(%) 状況 整理番号

アセトニトリル 1.6 第一種 13

元素として

化学物質排出把握管理促進法 - 2023年4月から

非該当
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履歴

Sphera Solutions

発行日/改訂版の日付

バージョン

作成者

注意事項

前作成日

:

:

:

:

前バージョンから変更された情報を指摘する。

参照 : JIS Z 7253:2019

略語の解説 :

2023/07/25

2023/02/10

4

分類を行うために使用する手順

分類 由来

特定標的臓器毒性(単回ばく露）
 - 区分2

算出方法

16. その他の情報

ATE = 急性毒性推定値
BCF = 生物濃縮係数
GHS = 化学品の分類および表示に関する世界調和システム
IATA = 国際航空輸送協会
IBC = 中型運搬容器
IMDG = 国際海上危険物
LogPow = オクタノール/水の分配係数の対数
MARPOL = 海洋汚染防止条約、1973年の船舶による汚染の防止のための国際条約に関する
1978年の議定書。（"Marpol" = 海洋汚染）
N/A = データなし
UN= 国際連合

我々の知る限りにおいて、ここに記載した情報は正確です。 しかしながら、上記の供給業者あるいはその子会社のいずれも、ここに記載
した情報の正確さあるいは完全性に関していかなる責任も負うものではありません。
製品の適合性については、ご使用各位の責任において決定してください。 全ての物質は未知の危険有害性を含んでいる可能性があ
るため、取り扱いには細心の注意が必要です。 ここには特定の危険有害性が記載されていますが、これらが存在する唯一の危険有害
性であることが保証されているものではありません。
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